
「国連防災世界会議」に関する決議案の国連総会における採択について 

 

平成 15 年 12 月 12 日 

内閣府（防災担当） 

 

１． 国連防災世界会議決議の採択 

（１）日本時間１２月１２日（ニューヨーク時間１２月１１日）、現在開会中の

第５８回国連総会（第２委員会）において、日本が提案していた「国連

防災世界会議」に関する決議案が採択された。 

（２）本提案には、アメリカ、スイス、オーストラリア、メキシコ、ニュージ

ーランド等、約１４０カ国が共同提案国として参加し、全会一致により

採択された。 

 

２． 本会議の意義 

○ ２００５年１月は、阪神・淡路大震災から１０年目にあたることから、この

機会をとらえ、兵庫県神戸市において国連主催の防災世界会議を開催するこ

とを国連総会に提案したところ、多くの賛同を得て、全会一致で採択された。 

○ 今回の会議は、前回の国連防災世界会議において採択された「横浜戦略とそ

の行動計画」の見直しの結果を踏まえ、２１世紀の新しい防災指針を策定す

るとともに、災害による被害の軽減を目指した具体の活動内容を検討するこ

とを最大の目的としている。 

○ 我が国としては、新しい防災指針の策定とその推進に主導的な役割を担って

いくとともに、甚大な被害をもたらした阪神・淡路大震災を通じて学んだ教

訓を国際的にも共有し、世界的な防災活動の進展に貢献していく考え。 

○ 従来、日本政府は国連と協力しつつ、１９９４年横浜において初の国連防災

世界会議を開催したほか、２００２年には初の国連世界防災白書の作成に中

心的な役割を果たすなど国際防災協力を推進してきた。 

 

３． 今後の予定 

 今後は、ジュネーブにおいて関係各国により会議のテーマ、日程等について

検討を行っていく。わが国は、本会議の開催国として、国内外の関係機関と協

力しつつ、会議の成功に向け引き続き積極的に取組んでいく。 
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（参考１） 

 

会議の概要 

（１）名称 ：国連防災世界会議 

（World Conference on Disaster Reduction） 

（２）日程 ：平成１７年１月１８日(火)～２２日(土) 

（３）開催地：兵庫県神戸市 

（４）参加機関：国連加盟国、国連機関、関係国際機関、ＮＧＯ、学会、民間

企業等 

（５）会議の目的 

a) 「横浜戦略とその行動計画」の見直しの完結と２１世紀の防災指針の

策定 

b) ヨハネスブルグ「実施計画」の関連事項を実施に移すための各種行動

の特定 

c) 持続可能な開発を達成するための防災に係る成功事例、教訓、課題の

共有 

d) 防災施策の重要性に対する意識高揚とそれによる施策の推進 

e) 一般市民や防災関係機関に向けた防災情報の信頼性・有効性の向上 

 



（参考２）

国連防災世界会議に係る経緯

国 連 日 本

１９８４ 防災局設置
国土庁

「 」１９８７ 国際防災の１０年
総会で議決

１９９０ 国際防災の１０年推進本部
国 閣議決定
際
防
災
国連防災世界会議（横浜市）を開催１９９４ の
「より安全な世界に向けての横浜戦略」を採択10

年
Ｉ

１９９５ Ｄ 阪神・淡路大震災
Ｎ
Ｄ

１９９９ Ｒ 国際防災戦略活動開始
総会で議決 国際防災の推進に貢献

○アジア防災センター設立
○アジア防災会議2003 等

２０００ 国 横浜戦略レビュー
際 総会で議決
防
災
戦

国連防災世界会議略

（ ）２００３ Ｉ 日本での開催を議決 中央防災会議決定 ５月
Ｓ 総会（本年12月） 閣議了解（７月）
Ｄ

２００５ Ｒ 日程：2005年1月18日～22日
場所：兵庫県神戸市
目的：２１世紀の新しい防災戦略を議論
対象：国連加盟国の防災専門家、国際機関、 等NGO


